
畳の部屋での学習は集中力が持続し、成績が向上するお役にたてることが
実験結果からわかりました。

(哭輔贔靱鴬蒻認翫艦輔
試験方法 2種類の部屋(畳の教室と一般の教室)を用意

室内の温度を23℃に調整した→い草の香り
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冒式 験 結 果   (4彗
効回答 :中学 1牲・」ヽ1学5年生260籠3)

伸び率(―般教室の結果を100と して)

解答数 114.40/0    1
正解率 102.フ%

畳教室で解答するほうが、解答数が約14.4%増加。

正解率も若干畳教室のほうが高い。

被験者によるアンケート調資
(自由記入欄 )

1,畳のほうがいるん「J体勢ができたのがよかつた。

2.畳は集中できて良かつた。

会議室は疲れて集中できなかった。
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国産の畳表を使いましょう I
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